
　郷公民館では、公民館サークルの活動後にお茶を飲
みながら、サークルメンバー内の親睦やサークル間で
互いの活動成果を披露し合って交流を図る「サークル
井戸端会議カフェ」を行っています。
　このカフェは昨年度 20 回実施し、延べ 153 人が参
加しました。昨年７月には、フラダンスサークル「フ
ララニ」と民謡「友和サークル」の 20 人が互いにフラ
ダンスと民謡を披露し、交流を深めました。サークル内、
サークル間の親睦だけでなく、身近な地域課題などを
話し合うことで、公民館講座の充実やまちづくりへの
参画などにつながる活動となればと考えています。

公民館、女性センターで活動するサークルは
会員を随時募集中！　市ホームページをチェック▶

サークル会員募集中！
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➊カレード正面入り口の左手に位置する
「Cafe DOT ノノイチ」。➋➌イートインスペー
スの奥には小上がり席やキッズスペースを完
備。フェルトのおもちゃは全て手作りです！
➍スイーツメニューの一つ「アサイーボウル」。
➎テラス席で開放感を満喫！　ペット連れの
人はこちらを利用してください。❻おすすめ
メニューの「季節のフルーツクロッフル」。

緑を見ながらゆったり楽しめる、憩いの場
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店舗情報

公式インスタグラム▶

　7 月 12 日㈯、学びの杜ののいち  カレード内に新
しいカフェ「Cafe DOT ノノイチ」がオープンしま
した。人と人のつながりを大切にし、地域のコミュ
ニティの拠点となることを目指し、輪 ( ドット ) を
モチーフにしています。子ども連れやペット連れの
人も大歓迎！　本を借りに行く時に、仕事帰りに、
何気なくふらっと…、皆さんの来店を待っています！

場 　 　 所　太平寺四丁目156番地 (カレード内)
営 業 時 間　9:00～18:00（L.O.17:30）
定 休 日　水曜日、年末年始、図書館休館日
座 席 数 カウンター10席、テーブル20席、
　 　 　 　　テラス８席
電 話 番 号　227－9796
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小学生の夢を
募集しています！
申し込みは
二次元コードから▶

　子育て支援センターアリスは、地域の子育て家庭が
安心して集まり、育児の情報交換や相談、交流ができ
る場所です。普段の施設開放はもちろん、親子の笑顔
があふれる豊かな時間が過ごせるようなイベントも企
画しています。
　5 月に開催されたイベント「親子で遊ぼう」では、
園庭を開放し水遊びや泥んこ遊びを思いっきり楽しみ
ました。晴れ渡る空の下、「お水冷たーい！」「泥だん
ごできたね！」など、親子の楽しげな声が園庭中に響
いていました。園庭の中央にある手押しポンプに興味
津々の子どもたち。手押しポンプからあふれ出す水に
恐る恐る手を伸ばして水の感触を楽しむ子や、顔に水
しぶきを浴びる子、たまった水の中で足をバシャバ

シャとダイナミックに動かして楽しむ子、それぞれが思
い思いに楽しみ、たくさんの笑顔がはじけていました。
最初はそばで見守っていた保護者も、子どもの笑顔を見
るうちに力いっぱい手押しポンプを押して勢いよく水を
出したり、砂まみれになりながら泥だんごを作ったりと、
子どもたちと夢中になって楽しんでいました。そして初
めて会う親子も、互いの子どもに話しかけながら一緒に
遊んでいました。
　同年代の子どもを持つ知り合いがいないなど、育児に
対して悩みを持つ保護者が地域で安心して子育てができ
るように、そして信頼できる遊び場として、今後もさま
ざまなイベントを企画していきます。みんなで一緒に話
して、一緒に遊んで、子育てを楽しみましょう！

　今月の表紙は、学びの杜ののいち  カレー
ドで撮影した１枚です。本を読む時のワク
ワクドキドキ…！とした表情を写しました。
電子書籍が普及しつつあり、本を実際に手
に取る機会が減った現代だからこそ、実物
を読むことで違った良さが感じられるので
はないでしょうか。この夏は、お気に入り
の一冊を手に取って読んでみませんか。




